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研究成果の概要（和文）：清沢満之の東京大学時代未公開ノート解読を通して、西洋哲学が明治

期の日本にどのような形で受容されたかを明らかにしようとした。フェノロサが行った哲学関

係の授業についての英文聴講ノートの内容を調査･分析していく過程で、満之と同年入学の高嶺

三吉によるフェノロサ講義のノートが発見された。そこで、フェノロサによる複数の哲学関係

授業の時期と内容を確定するために、清沢および高嶺の聴講ノートを翻刻・翻訳し出版した。 

 

研究成果の概要（英文）：By investigating Kiyozawa Manshi’s notes on Ernest Fenollosa’s 

philosophy lectures at Tokyo University, we tried to make clear how Western philosophy 

was received in modern Japan during the Meiji era. In the process of working on Kiyozawa’s 

notes we happened to learn that Takamine Sankichi’s valuable notes on Fenollosa’s 

philosophy lectures are held in Kanazawa University Library. Takamine and Kiyozawa 

entered Tokyo University in the same year (1883). Their notes are worth comparing and 

collating. To provide important materials for elucidating the whole content and 

chronology of Fenollosa’s so far unknown philosophy lectures we reproduced, translated 

and published a relevant part of the original English text of Kiyozawa’s and Takamine’s 

notes.  
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１．研究開始当初の背景 

 幕末から明治期にかけてもたらされた西

洋哲学思想の受容形態としては三つの形態

が考えられる。 

(1)輸入された書物を媒体とするもの。 

(2)西欧へ留学した日本人を媒体とするもの。

(3)西欧から日本に入国した西欧人を媒体と

するもの、すなわち、主として日本の近代化

過程で明治政府によって雇用された東京大

学の外国人教師たちを通してのもの。 

これまで(1)(2)の形態での受容について

は研究がなされてきたが、(3)の形態での日

本における西洋哲学思想の受容の実態は、そ

の講義資料の不備ということもあってほと

んど手つかずの状態であった。本研究は、こ

の部分に光を当てようとするものである。 

 

 

２．研究の目的 

 （１）清沢満之の遺稿中に発見された東京

大学在学時の哲学関係講義録の全体を翻刻

してフェノロサを中心とする東京大学の外

国人哲学教授たちの講義内容を公開する。 

（２）この作業を通じて日本における最初

期の哲学思想受容過程の一側面を解明する。 

 

 

３．研究の方法 

 （１）第一次作業(調査編集作業)：講義録

の講義がいつの、どの外国人哲学教師による

ものなのかを周辺資料を調査して明確にし

たうえで講義録を編集する。 

 ①資料調査としては、金沢大学附属図書館、

東京大学総合図書館、早稲田大学演劇博物館、

国立国会図書館に出張した。まず金沢大学附

属図書館において、清沢以外の筆記者による

フェノロサ講義録としては、これまで学会に

その存在を知られていなかった「高嶺三吉遺

稿」を初めてデジタルデータ化し、分析に着

手した。早稲田大学演劇博物館では「坪内逍

遙手書きノートブック」の一部をデジタルデ

ータ化した。国立国会図書館憲政資料室では

「阪谷芳郎関係文書」を入手し、これまで阪

谷筆記のものとしては報告のなかった社会

学講義のノートが含まれることを確認した。

外国人哲学教師関係資料は、東京大学総合図

書館所蔵の資料を収集した。 

 ②編集作業としては、市島謙吉の「フェノ

ロサ哲学講義」および清沢の講義録の編集に

も着手した。 

 ③以上の作業と並行して、以下のような外

部講師を招いてフェノロサの講義録につい

ての新たな情報を確認した。2010 年 12 月に

は秋山ひさ講師（アーネスト･Ｆ･フェノロサ

／金井延筆記『フェノロサ社会学講義』神戸

女学院大学研究所、1982 年、の編者）、2011

年 2 月には山口静一講師（『フェノロサ』上

下、三省堂、の著者）、2012 年 2 月には三浦

節夫講師(東洋大学井上円了記念学術センタ

ー専任研究員・教授)をお迎えした。 

 （２）第二次作業(思想分析作業)：第一次

作業を終えた講義録に、①フェノロサを中心

とする外国人哲学教師の講義が思想的にい

かなるものかを分析し、②そうした西洋哲学

思想が浄土真宗の僧侶であり哲学研究者で

もあった清沢によってどのように受容され

たかを分析する。 

 第二次作業を進めるにあたって最大の問

題は、講義録の講義が誰によってなされたも

のなのか、さらにその講義がいつなされたか

という点であった。清沢ノートの内容からし

てノート間の順番はある程度推定できはし

た。しかし、フェノロサの名前が記されてい

るノートは別として、それ以外のものはフェ

ノロサによる講義であることの決定的な確

証が得られなかった。というのも、清沢が受

講していた時期の『東京大学年報』が欠落し

ているためフェノロサの講義内容を確認す

ることができないからである。 

 そこで、清沢と同学年に入学した高嶺三吉

のノート（筆記時期がある程度記されてい

る）を参考にすることにした。清沢ノートと

高嶺ノートを比較し、内容の一致する部分を

軸として清沢ノートの筆記時期を推定しよ

うというわけである。たしかに、これは回り

道ではあるが、編集作業と思想内容分析のた

めには必要不可欠な回り道であると判断し

て、清沢ノートと高嶺ノートの対応すると思

われる部分を翻刻し、さらに翻訳する努力に

集中した。 

 

 

４．研究成果 

 （１）第一次作業に関しては、西尾浩二「明

治前期の東京大学外国人哲学教師の資料調

査 ―日本における西洋哲学の初期受容に

関する調査･分析のために―」という成果を

えた。これによって、資料欠落部分に対応す

る時期を除いて、東京大学における外国人哲

学教師の前後関係および講義内容の概要を

ほぼ明らかにすることができた。 

 （２）第二次作業に関しては、清沢と高嶺

の聴講ノートを翻刻･翻訳した『フェノロサ

「哲学史」講義』を出版した。これまで東大

時代の学生たちの回想等でしか知られてい

なかった、フェノロサが行った哲学関係授業

の内容がその一部とはいえ具体的に、かつ読

みやすい形で提供されたことになる。これを

基盤として、フェノロサの講義と仏教者であ

り哲学研究者であった清沢の思想との厳密

な比較研究、影響関係の確定に関わる研究も

現在継続中である。 

今後は、研究課題名は違えども、範囲を拡

大した形でフェノロサを中心に他の外国人



哲学教師の講義ノートを逐次翻刻・翻訳して

いくことを予定している。これを通してこれ

までほとんど知られていなかった明治初期

の外国人教師を通じての哲学思想受容の全

貌がより一層明らかになるはずである。 
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